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シキミに寄生する三種のフシダニ Eriophyoidea と 
葉の輪紋症状について 
 
RELATIONSHIP BETWEEN THREE ERIOPHYOIDEA SPECIES 








Shikimi (Illicium anisatum.L) is widely cultivated in Japan for Buddhist services. However, it has been serious 
problem for the cultivation that ring spot symptom occur on the shikimi leaves. Three species of Eriophydiea 
mite occurred on Shikimi leaves in several prefectures. And the ring spot was considered to cause by unknown 
virus transmitting by these mite (Yamashita, 2003). These mites were identified as Diptilomiopus sp., 
Acaricalus sp., Eriophyoidae sp. in some morphological characters. Among them, Diptilomiopus sp. was the 
most abundant in the fields. By virus transmission examination, it was likely that Diptilomiopus sp. 
transmitted the caused virus. So this species is main control target to prevent occurring the ring spots for the 
shikimi cultivation. 













いる（山下, 2003）. なお、今回発見した 3 種のフシダニ
はそれぞれシキミハリナガフシダニ（Diptilomiopus sp.） 










シキミハリナガフシダニは 2019 年 1 月に静岡県焼津
市高崎で採集した個体群、シキミサビダニは 2018 年 4 月
に東京都薬用植物園（小平市中島町）で採集した個体群





東京・静岡・神奈川・千葉の 1 都 3 県を対象とした. 静
岡県は焼津市高崎（調査年月日：2018 年 5 月、2019 年
2,5,6,8 月）と富士市（2018 年 6 月、2019 年 5 月）、神奈
川県は小田原市早川（2018 年 7 月、2019 年 9 月）と相模






都内 2 カ所を対象として、月に 1 度、定期調査を行った. 
調査は東京都薬用植物園では 2019年 2月～2020年 1月、













 静岡県焼津市高崎で 2019 年 6 月 23 日、8 月 21 日に採
集したシキミの輪紋症状罹病葉をウイルス獲得源として
用い、2 種のフシダニ成虫を接種した. ウイルス獲得期間
は十分な個体数を得るため 1 ヶ月とした. 健全なシキミ
株の葉に罹病葉で飼育したフシダニを 1 葉につき、数十
頭接種し、1～2 ヶ月間経過観察を行った. なお、試験は、




 調査の結果、東京・静岡で 3 種、神奈川ではシキミハ
リナガフシダニ、千葉ではシキミフシダニの発生を確認



















つれて速まり、25℃で最大（約 8.8 日）となった（表 1）.  
シキミサビダニにおいても発育速度は温度の上昇で速
まり、27℃で最大（1 世代の期間：約 6.0 日）となったが、
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図 1. シキミ葉の輪紋症状 
   
図 2. シキミに寄生する 3 種のフシダニ 
左からシキミハリナガフシダニ・シキミサビダニ・シキミフシダニ. 
   
図 3. 東京都薬用植物園（小平市中島町）における     図 4. 多摩森林科学園（八王子市廿里町）における 
発生消長                        発生消長 
 
表 1. シキミハリナガフシダニにおける発育と温度の関係    表 2. シキミサビダニにおける発育と温度の関係 
 
※表 1,2 ともに RH75±5% 
 
  
図 5. シキミハリナガフシダニ接種による輪紋症状被害再現試験の状況（図中矢印：輪紋症状） 












18℃ 80 4.7 20 4.0 14 2.6 14 11.1 9 12.4
23℃ 111 3.5 25 2.8 10 1.9 10 8.2 6 10.0
25℃ 63 3.0 25 2.2 19 1.6 19 7.1 12 8.8
卵→卵
温度












21℃ 60 4.9 38 2.4 34 1.4 34 8.7 20 9.8
23℃ 61 4.4 46 2.2 39 1.4 39 8.2 22 8.7
25℃ 35 3.6 27 1.7 21 1.3 21 6.5 11 7.4
27℃ 48 3.3 24 1.2 17 1.2 17 5.4 6 6.0
30℃ 111 3.1 38 1.5 16 1.3 16 6.1 8 7.3
卵→卵
温度
卵 第一若虫 第二若虫 卵→成虫
